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女性の地位向上と女性と男性の平等の達成は、人権の問題であり社会

正義の条件である。したがって、女性問題として他の問題と分離して単

独でとらえられるべきではない。それは持続可能な、公正な、開発され

た社会を構築する唯一の方法である。女性のエンパワーメントと女性と

男性の平等は、すべての人にとって、政治、社会、経済、文化、環境面

での安全保障を得るうえで前提である。

－第４回世界女性会議行動綱領、パラグラフ41-



女性のエンパワーメン卜に向けて

北京行動綱領実施におけるＵＮＦＰＡの経験
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序

ものである；

●女性の人権の保障

●リプロダクテイブ・ヘルスヘの男性の参力Ⅱと責任の確

保

●質の高いサービスの供給

●女性の健康に対する､ライフサイクルを通じた取り組

み

●思春期の若者の性行動に関する健康(セクシャル・ヘ

ルス）とリプロダクテイブ・ヘルスのニーズに対する

配慮

●ＨＩＷＡｍＳの予防と治療

●女性器切除のような女性にダメージを与える文化的慣

行を含む、女性に対するあらゆる形態の暴力の排除

ジニfii要i1;ii:iij無li1妄;願f1二;乏聴
女性が自らの生殖能力をコントロールする能力を守るこ

とは、人口・開発プログラムの基礎である。女性と少女・

の人権は、普遍的な人権の奪うことのできない欠くこ

とのできない不可分のものである。女性が国家､地域、

国際レベルにおいて、市民生活において、経済的、政治

的、社会的生活に完全かつ平等に参加すること、性を理

由としたあらゆる形態の差別を根絶することは、国際社

会の艦先月的である。

国際人ロ開発会議、行動計画

原則４

両会議の文書には、女性の移民と難民の権利も強調さ

れている。1990年代に開催された２つの主要な国際会議、1994年

カイロにおける国際人口開発会議（ICPD)、1995年北京

における第４回世界女性会議は、世界の女性の権利と健

康の国際韮準に大きな変革をもたらした。

女性の人権は、ＩＣＰＤ行動計画（ニューヨーク、６月３０

日～７月２日）の実施状況を検討会する1999年国連総会特

別会議の主要議題であった。この｢ICPD＋５」評価活動

によって、ＩＣＰＤ以降､大きな進歩はあったものの、女性

のリプロダクテイブ・ヘルスおよび性行動に関する健域

は多くの点でいまなお脅威にさらされていることが明ら

かになった。北京会議以後の進展状況に対する同様の評

価活動は、2000年現在実施中である'。

ＩＣＰＤでは、家族計画、人口再生産に関わる健康（リプ

ロダクテイブ･ヘルス）およびセクシャル．ヘルス（性行

動に関する健康)､女性のエンパワーメン卜(権能の向上）

が開発という観点から明確にとらえられ、社会、経済の

発展に決定的に重要であることが強調された。北京にお

ける会議ではさらに、世界の全女性とともに、そして全

世界の女性のために、平等、開発そして平和を推進する

国際公約を創り|{)した。

ICPD行動計画の実施において国連機関としてリード役

を務める国連人口基金(UNFPA)は、カイロと北京で示

された役割を実行するうえで重要な役割を果たしている。

MH苑途上国に対する人口問題援助の国際的な最大の資金

源であるＵＮＦＰＡは､開発途上国に対し､一人一人の個人

の選択をもとに、リプロダクテイブ。ヘルスや家族計画

サービスを改善するための援助を行っている。また同雑

金は各国に対し、持続可能な経済開発を支援することに

なる人口政策の形成についても援助を行っている。

この２つの国際的な合意において、女性と男性の平等

は人権の重要な問題であり､女性のエンパワーメン卜は、

持続可能で公正な社会の発展を確実にするものであり，

女性がもつ生産（プロダクティブ）と人口再生産（リプ

ロダクテイブ）の両方の役割を考慮しなければ、社会が

この'三|標に到達することはできない、ということが強調

された。２つの国際会議は、政策とプログラムがすべて

のレベルでジェンダーの視点を取り入れ、女性の生活と

そのニーズに確実に対応すること目標としていた。

北京行動綱領は女性のエンパワーや女性の人権を確保

するために必要な行動の「12の重点領域」を確認した。

それは、女性と貧困、女性の教育と訓練、女性と健康、

女性に対する暴力、女性と武力紛争、女性と経済、権力

と意思決定における女性、女性の地位向上のための制度

的な仕組み、女性の人権、女性とメディア、女性と環境、

少女の分野である。

北京行動綱領とICPD行動計画は､女性のニーズや権利

の問題に全体的にそして統合されたやり方で対応するた

めに、現実の体験の中から引き出された、新しくそして

関連する目的を組.み込んでいる。それらは以下のような

'訳注：2000年６月にはニューヨークの国述本部で特別総会が実施され、北京から５年の評価は終了している.
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これらの分野は多くの場合、相互に密接なIHI係にある

が、一つ一つを検討することで政策やプログラムの前面

に打ち'十'すことができる｡ＵＮＦＰＡは､ジェンダー､人１１、

開発の連関に重点をおき、領域横断的にプログラムやプ

ロジェクトを支援している。

しての重要な役割を果たすことができた。

本報告審は、北京行動綱領の12の重要な領域の各々に

おいて､政府と市民社会に対しUNFPAがどのような援助

を行ったのか、また現在何を行っているのかということ

に焦点を当てて取り上げる。UNFPAのすべての活動は、

女性の権利が慨遍的な、不可分の、奪うことのできない

人権であり、保誰され促進されなければならないという

前提により築かれている。女性の生活のあらゆる場に垢

ける全面的なエンパワーメン卜を支援し擁識することに

よってのみ、ジェンダーの平等は達成できるのである。

貧困と経済危機が女性と少女に特に大きな負担を強い

てきたという認搬に蕪づき､UNFPAはリプロダクテイブ・

ヘルスおよび性行動に関する健康サービスおよびその啓

発活動とマイクロファイナンス（特定目的小規模信川貸

し付け）を結びつけて実施している。

同時にＵＮＦＰＡは､女性への投溢とは､女性が社会の活

発なそしてllH価のあるメンバーとしてその持てる能力を

‐'一分発揮すること、もしくは発揮する可能性を妨げてい

る全ての障害を取り除くことである、ということを学ん

だ。教育と訓練は不可欠である。

リプロダクテイブ・ヘルスおよび性行動に関する他Mf

の分野への支援に、剛,喋金の活動資金の60％を配分した

ことで、多くの国々においてリプロダクテイブ・ヘルス

と家族計画サービスの利用が増加した。この病気によっ

て女性と少女が被害を受けやすいという観点から、煉原

の火のごとく激しい勢いで蔓延するＨＩＷＡIDSの流行と

戦ってきた｡ＵＮＦＰＡは､思悲期の少年と少女に対し－

特に少女のニーズに特別に配慮し－サービスと情報を

与えるための援助を行い、女性の地位を向上させるため

には、男性の積極的な参加が必要であることを強綱して

きた。

UNFPAは､いたるところで見られる女性に対する紫力

に関し､沈黙を破ることを強く擁識する｡ＵＮＦＰＡが支援

するさまざまな活動を通して、女性の性器切除（FGM）

やその他の有害な･伝統的慣行の撤廃を主張する。また、

UNFPAは非常到轤の状況下で生活している人々に対する、

リプロダクテイブ・ヘルスおよび性行動に関する健康サー

ビスや情報を提供するうえで重要な役割を果たしている。

一
む
し

ＵＮＦＰＡは､意思決定のあらゆるレベルにおける女性と

男性の平等な参加を主張する者として、政府および非政

府団体の双方に対し、この変革をもたらすために支援を

行ってきた｡多くの国々でUNFPAが資金提供した活Uiljに
よって、メディアはこの変化を引き起こすための触媒と

召



全世界で女性の平均収入は

男性の50％をわずかに

超えているだけである。

重点領域１

.fzi1性と貧困

過護竺鰯聴;鴬乏蝋ｲif蝋
衡に増加した。これには、経済的な要因に〃】え、社会的

な性役割に対する強い社会通念、および女性の釧旅力、教

育、訓)練、生藤のための資源の禾噸……、が制限されて

いることが要因となっている。……貧困は家族全体に影

辮を与えるが、労!〃の性による分業、およびiuFiW:の福利

に対する責任から、窮乏が一層進展する９７で、女性は世

帯の消費と生産を管ＪＥｍ１しようと試み、あまりにも大きな

負担を負わされている。

女性の経済的なエンパワー

ＵＮＦＰＡの経験から､女性が自らの妊娠出産と経済的生

活をコントロールすることによって得られる利益は、そ

れぞれを互いに強化することがわかっている。したがっ

て､1980年代以来UNFPAは､バングラデシュ､ブラジル、

エルサルバドル、ホンジュラス、インド、マダガスカル、

モロッコ、パラグアイ、スーダンにおいて、リブロダク

ティブ・ヘルス・サービスと女性のためのマイクロファ

イナンスを結びつけるプログラムを支援してきた。たと

えば、エルサルバドルとホンジュラスでは、地方に住む

女性が作物生産用の融資を利用できるようにするための

回転資金を設けた。女性の生活のあらゆる面でのエンパ

ワーのため、女性の小規模な事業活動への支援は、ビジ

ネス管理、雛記などの訓練とともに行われた。

－北京行動綱領、パラグラフ4８，５０－

女性が貧困の立荷に不均衡に苦しんでいることを認識

し、北京行動綱領はあらゆるセクターの国際社会に対し

次のことを要望する。 スーダンでは､女性が経済的に男性に依存することは、

他の面でも依存し続けることになることを認識し､UNFPA

は経済的なエンパワーメン卜に特に重点をおいている。

そこで、女性に対し事業設立のための頭金を提供した。

その結果、収入の低い女性の生活水準が向上した。スー

ダンのプログラムにおいて、女性器切除(FGM）を行う

伝統的な|}|産介添人の再訓練が特別慨先事項として実施

された。１１１塵介添人達に、女性器切除以外の収入を得る

方法を教え､妊娠・出産に関するIMi報を与え､女性器切除

の及ぼす有害な影響に関する情報を与えることで、ＩＨＩ産

介添人はこのような'慣行を放棄するに至った。’'－１産介添

人とプログラムに参加した女性達は、所得を上昇させ、

借入金を返済することに成功した。

●貧困の中で生活する女性のニーズと努力に対･処するた

め、マクロ経済政策および開発戦略を形成する

●女性の平等な権利および経済的な資源の利川を雌･保す

るため、法律および行政制度を改正する

●銀行､預金､融資の仕組みや制度を女性が利用できる

ように提供する

●「貧困の女性化」の原因、影響、可能な救済法を発見

するための研究を行う

今日、１２億人以｣二の人々が１日１ドル以下で生活して

いる。そして、世界で絶対貧困にあえぐ貧lilil者の大多数

が女性である。全世界的に見て、女性の平均収入は男性

の50％をわずかに超えているに過ぎない。貧困は女性の

健康、特にリプロダクテイブ・ヘルスおよび性行動に関

する健康に有害である。女性と少女は食事をとる||頂番が

最後になることが多い。女性の健康問題は、他の家族の

問題よりも優先111面位が低いものとみなされる。少女は売

券婦として売られることがあり、母親は、子供に食事を

与えるためだけに、｜=1らの身を売らざるを得ないことが

ある。

１１１国では､磯村地帯の３つの省で､UNFPAは女性の社

会経済的な状態を向上させるためのプロジェクトを支援

した。このプロジェクトはたいへん成功し、所得創出の

ための活I肋、生産および商売の技能訓練、実用的な読み

書き能力、リプロダクテイブ・ヘルス・サービスなどを

提供することで、１万４千人の女性の収入を上昇させる

ことに成功した。
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差を前提とした）教材などのため、少女は依然として差

別に直面している。少女は、科学・技術における質の商

い教育を受けることを拒否され続けているのである。

今後の方向：女性が自らの妊娠１１．１座と経済的生活を

コントロールすることによって得られる利益は、そ

れぞれを互いに強化する。したがって､UNFPAの行

う女性の経済的なエンパワーメン卜に対する支援は、

女性の生活のあらゆる面におけるエンパワーのため

の技能習熟やその他の訓練を結びつけて行われてい

る。

世界の成人｡編附字人口

９砿６千万人のうち、

３分の２は女性である

世界の成人非識字人口９億６千万人のうち、３分の２

は女性である。女性の教育と子供の生存との関係は劇的

である。ケニアでは教育をまったく受けていない女性の

子供の10.9％が５歳までに死亡するが、初等教育を受け

た女性の子供の死亡は7.2％､中等教育を受けた女性の子
重点領域２

女』性の教育と割11練 供の死亡は6.4％である。

教魏學:雲鰄呆繍戦闘鰯
的な教育は、少女と少年双方に矛脇$をもたらし、その結

果として最終的には、女性と男性のより平等な関係に貰

献することになる。より多くの女性が変化の担い手とな
るためには、教育における資格を取得する機会を平雛に

利〃し、資`勝を取得することが必要である。

－北京行釛綱領、パラグラフ69-

世界の多くの国々の女性にとって、教育は奪われるこ

とが多く、また否定される人権であることを認識し、北

京行動綱領は政府機|勘および民１Ｍ]機関に対し、以下の目

標に向かって行動するよう要望する。 ■■
教育を平等に利用できるようにする

女性の非識字を根絶する

職業訓練､科学・技術､継続教育の利用可能性を向上
させる

差別の無い教育・訓練を展ＵＩｌする

教育改革の実施に十分な資源を配分し、監視する

少女および女性のための生涯教育と訓練を奨励する

●
●
⑧

刀已

●
●
一
公

この分野では進歩が見られるものの、男女差別に関す

る根深い文化的な態度、早蛎、妊娠、通学可能な学校の
不足、不適鰯切かつジェンダー・バイアスのある（男女格

５



重点領域３

女'性と健康
少女への教育の継続

世界の96カ国においてUNFPAは､学校内や学:校外にお

ける若者のための教育活動を支援している。また、その

他に30ヵ国で若者に対するカウンセリングやその他のサー

ビスを行っている。このような活動には、情報、教育、

コミュニケーション・プログラム、家族生活教育が含ま

れる｡UNFPAの各国プログラムでは､女性の地位および

家族や社会に対する女性の貢献への認織を高めるため、

訓練用の教材開発も行っている。

女鰹雲IFiliii霧ii翼;雫?蝋,til1li舞欝
生産的で充実した生活をするうえで必須であり、すべて

の女性が自らの漣)klfのあらゆる面､特に生那･能力をコン

トロールする権jfUは、女性のエンパワーメン卜の基本で

ある。……しかし、健康と幸福は多くの女性にとって縁

のないものとなってしまっている。

ボツワナにおけるUNFPAのプログラムでは､若い母親

達への教育の継続を支援し、他の女子生徒のためにビア

((''''''１）カウンセラーとなるi;111純を行うことで､－１－代の妊

娠問題に取り組んだ。200人以上のビア（仲間）カウンセ

ラーが、リプロダクテイブ・ヘルスおよび性行動に関す

る健康に関連した問題を討議する週１回の会合を通して、

約５，０００人の生徒に影郷を与えた。これらの学校では､十

代の妊娠が著しく減少した。

－北京行動綱領、パラグラフ8９，９２－

北京行動綱領は、達成可能な最高水準の身体的、糖神

的健康を享受する女性の権利を改めて確認しているが、

多くの女性がその権利を享受しえていないと言及してい

る。したがって、｜司綱領は政府機関および民１Ｍ]機関に対

し、以下のことを要望する。

ジャマイカでもＵＮＦＰＡは、（財）ジャマイカ女性セン

ター（ｍｅWomen'sCentreofJamaicaFoundation）

が運営する同様のプログラムを支援している。10,300人

以上の妊娠した-1-代の少女達に対し、主として、教育を

継続させ、収入のある仕事を見つける手助けをするため

に、職業訓練やカウンセリング、また家庭裁判所、訓練

所、開業医のような団体への照会を行った｡6,500人以上

が学校へ復帰し､2,500人以上が技術的な技能を修得した。

さらに､3,000人以上を訓練所に紹介した｡その大部分が

現在も就業中であり、（その後の妊娠出産はなく)子供は

１人のみである。かつての中途退学者は復学し、｜{{産後

にはほとんど全員が避妊を選択した。

●あらゆる年齢の女性が入手できる､適切かつ利用可能

な価絡のヘルス・ケアと情報をﾈﾙ築する

●女性の健康を促進する予防プログラムを強化する

●性行為感染症､ＨⅣ／AIDSそして性行動に関する健

旗とリプロダクテイブ・ヘルスの問題を解決に向ける

ために､ジェンダーに配慮したプログラムを開始する

●女性の健康に関する研究を奨励し、情報を普及する

●女性の健康に対する資源を拡大し､その成果をモーター

する

妊産Ａ１}罹病率と死亡率の高さは、

大部分が

男女/lljの不平等に起因する

今後の方向：教育と訓練は変化のための触媒となる

ものであり、女性が自らの持つ能力を十分に発揮で

きるようにするものである。女性や少女に対する教

育支援は、彼女らの福祉やリプロダクテイブ・ヘル

スおよび性行uiljに関する健康のために決定的に並要

である。

リプロダクテイブ・ヘルスおよび性行動に関する健旗

および女性の権利は､UNFPAの活動の中心である。この

作業のカギとなるのは、質の高いサービスへのアクセス

と利用可能性を増大させることであり､UNFPAの活動盗

金の60％がこの目的にあてられている。（妊娠・出産など）

人口再生産に関わる問題が原因で不健座という重荷に耐

えている女性は男性よりはるかに多く、世界の多くの地
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域において妊産姉の死亡率は、いまなお受け入れがたい

ほど高い。たとえば、サハラ付近の国々では、１０万人に

対し1,200人である。質のiiQ5い､支払い可能な価格でのり

プロダクティブ・ヘルス向けサービスを女性と男性が利

用できれば、このような悲劇のほとんどをliil避すること

ができる。

パレステイナ占領区（theoccupiedPalestmianter‐

ritories）では、UNFPAはガザにあるアルバーレイ（A1

Burey)難民キャンプで､女性センター設立への援助を行っ

た｡センターでは､包括的なりプロダクティブ・ヘルス・

サービスと社会的な援助、リプロダクテイブ・ライツを

含む女性の権利に関するカウンセリングを提供する。セ

ンターは、文化・自由思想協会（theCultureandFree

ThoughtAssociation)により述営されており、イタリア

開発における女性協会（theltalianAssociationfor

WomeninDevelopment)による技術援助を受けている。

高い水準の妊産婦罹病率と死亡率は、大部分が男女間

の不平等に起因するため、必然的に女性のエンパワーメ

ン卜がこの問題への取り組みのカギとなる。

ＨＩＶ／ＡＩＤＳを含む性行為感染症の予防

リプロダクテイブ・ヘルスと

性行動に関する健康面のサービス
および'情報へのアクセス増加

ｍｖに感染した女性の数は、男性の数に急速にせまり

つつあり、超えようとしている。1990年現在、3,240万人

の成人感染者のうち、1,480万人が女性である。アフリカ

ではHIV抗体反応陽性（感染者）の女性の数は現在、男

性の感染者数より200万人多い｡女性は不幸にも男性に比

べ生物１１１９､文化的双方の要因により、ＨＩＶ／Ａｍｓ感染の

リスクにより多くさらされている。

ＵＮＦＰＡは､質の商いリプロダクテイブ・ヘルスの情報

とサービスを提供し管理する各国の対･応能力を向上させ

るために努力している。成人と若者によるサービス利用

の増大､サービス提供者の訓練､ガイドラインの標準化、

避妊や基本的な医旅用設備の供給、既存の設備の改善を

行うなど、多面的アプローチを採用している。

エジプトでUNFPAは、リプロダクテイブ・ヘルス､家

族計画、性行動に関わる健康について着誰婦のカウンセ

リング技能を改善し、拡大するための支援を行った。地

方のコミュニティでコミュニティ・カウンセラーを務め

る看護婦を援助するため、英語とアラビア語のマニュア

ル、パンフレット、オーバーヘッド・プロジェクター用

のシート、ビデオ・クリップなどが作成された。カウン

セラー達の活動の結果､現在では男女共にリプロダクテイ

ブ・ヘルスや性行動に(剛〔に関連する質問をしてくるよ

うになり、避妊具サービスや|+|産前後のケアを求めてい
る。

アマ

Ｌ」

」

性行動ならびにリプロダクテイブ・ヘルスに対.するサー

ビスは、あらゆる年齢の女性に提供されているが、同様

にもしそれが文化的に見て適切である場合には、女性と

は別の経路を通して男性や思春期の若者にも提供される。

多くの場合、女性のリプロダクテイブ・ライツ（人口再

生産に関わる権利：妊娠と''１座についての141己決定権）

の促進もサービスの一部となっている。

７
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の利用可能性を増し、少女と女性の生涯を通じた特別の

ニーズを満たす包括的なアプローチが必要であると考え

る｡UNFPAは妊娠や出産による死亡は､すべての国の法

律、政治、医療制度を通じて取り組むべき課題であり、

女性のリプロダクテイブ・ライツの侵害であり、社会正

義に反するものであるととらえる。

UNFPAの多くのプログラムが､感染から女性と少女を

守る教育や避妊法を実施することで、このリスクと闘っ

ている｡1998年にUNFPAは､131ヵ国においてAIDS予防

活動を支援した。128ヵ国では、特に若者向けの（ヒト免

疫不全ウイルス）ＨⅣ／(後天性免疫不全症候群)ＡＩＤＳ

予防活動プログラムを支援している。２２カ国では、男性

に焦点が合わせられた。これは、この病気が男性の行動

により最も広がりやすいためである。 したがって､ＵＮＦＰＡはほとんどの国の国内プログラム

において以下の支援を行っている。

フィリピンでは､ＵＮＦＰＡと女性へルス・ケア蕪金(the

Women,sHealthCareFoundation）は､地域のiilll練さ

れたヘルス・ワーカー、路上生活者の若者、路上の飲食

物販売業の人達と協力してリプロダクテイブ･ヘルス面で

のサービスの利用を改善するために働いている。女性へ

ルス・ケア基金は、感染検査の照会などSTD（性行為感

染症)／IⅡv／AmSに対する医療サービスを提供してお

り、都会の貧しい女性や性を職業とする女性への教育や

カウンセリング・セッションを行っている。また男性や

若者を対象としたサービスも提供している。UNFPAは、

カウンセリング及びコミュニティ教育に従事するサービ

ス提供者やボランティアのヘルス・ワーカーヘのij11純を

支援し、性行為感染症や性に関する疑問に答えるテレホ

ン・サービスへ資金援助を行った。

●家族計画サービス

●,伝統的な出産介添人、助産姉の訓練

●』,§本的な産科ケアに必要な設備と消耗品の供与

●照会システムの強化

●オペレーション・リサーチ（プログラム運営研究）

●コミュニティ教育と人口問題啓発プログラム

ウガンダでは、地方救急救命プログラムにより妊産姉

死亡が低減し、加えて出産時における緊急事態が発生し

た場合には、伝統的な|{ｵ産介添人、診療所、病院が連携

した照会システムを通す、医学的に管理された出産が墹

加した。救命用の備品、設備が提供され、その使用法に

ついての訓練を要員に施した。診療所や病院への交通手

段も提供された。

ドミニカ共和国におけるＵＮＦＰＡのプロジェクトは､情

報、教育、コミュニケーション、ヘルス・ケア提供者の

訓練、コンドームの支給に焦点を合わせたものである。

女性は性行為感染症の検査を受け、性行為感染症である

と診断された場合には治療が施されている。血液銀行の

血液も病気に対する検査が行われ､選別が行われている。

約360人のビア(仲間）・エデュケーターが､ｍv／ＡＩＤＳ

に対･する認識を商めるため、プライマリー・ヘルス・ケ

ア・システムに協力した。コンドームの使用が増加し、

女性は性行動やコンドームの使用について話し合って決

めることが容易になった。

少女は緋に、リブロダクティプ・ヘルスおよび

性行動に関する

A2)リビ而でのリスクにさらされている

思春期のリプロダクテイブ・ヘルスヘの取り組み

国際社会では､若者､特に少女達が被害を受けやすく、

リプロダクテイブ・ヘルスおよび性行動に関する健康問

題のリスクにさらされているという認識がますます高まっ

ている。無知、ジェンダーの関係における立場が弱いこ

と、社会的に認められていないことおよび資金が十分で

はないことによりリプロダクテイブ・ヘルスがほとんど

提供されないこと、提供者の否定的な態度、性的虐待や

暴力により被害を受けやすいことが共通した危険性とし

てあげられる。十代の母親とその子供は、成人女性とそ

の子供より病気にかかりやすく死亡しやすい。，恩奉期の

妊産婦死亡率と罹病率の低減一安全な母性

UNFPAは､妊娠は女性の全体的な観点から捉えられる

べきであり、妊産姉死亡率の低減には、安全な母性に対

する認識を深め、ヘルス・ケアと女性のヘルス．ケアへ
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妊娠、出産、安全でない中絶は、若い女性の経済的機会，

教育機会を奪うことになる。

いう要望が出され、男性のみを対象とした多くのディス

カッション・グループが作られた｡これらのグループは、

リプロダクテイブ・ヘルスや家族計画だけでなく、ジェ

ンダーに関わる問題や個人の意思決定をテーマに討論し

た｡UNFPA主導のこのプロジェクトの結果､男性のリプ

ロダクテイブ・ヘルス教育への参加が珊大するという成

果がもたらされた。

、ＵＮＦＰＡは､この思春期人ｎにリプロダクテイブ・ヘル

ス面のサービスと情報を与えるための画期的な手段の開

発に努力してきた。思春期の少女たちのニーズに敏感に

なり、政策や法の改正を擁謹し、青少年センターやビア

(仲間）・エデュケーターとしての若者グループを支援す

るため､ヘルス・ケア提供者の訓練を行った｡多くの国々

で､UNFPAは少年・少女のための｢人口と家族生活教育」

プログラムを支援している。

文化的に保守的な地域においてさえ、男性を対象とし

たコミュニティ教育をおこなうことで、男女ともに避妊

利111をより一層促進させることができた。パキスタンで

は、地域の教育担当者のチームが家庭訪問、コンドーム

やその他の避妊具の配布、診療所への照会などの活動を

通して、家族計画の促進を行った。保守的な人々の反発

が暇念されたものの、男性は家族計画を受け入れたばか

りでなく、教育担当者（女性）に自分の妻との話し合い

を要望した。

UNFPAは128ヵ国において、青少年センター、ビア・

エデュケーター（同世代の啓発活動家)、またテレビのシ

リーズ番組までも使って､若者向けのHrv／ＡＩＤＳ予防活

動に携わっている。

ウガンダでは､同世代の仲間によるリプロダクテイブ・

ライフ強化プロジェクト（thePeer-EnhancedAdoles‐

centReproductiveLifeproject)が､若者に対しＩ,'i報や

サービスを提供し、また社会的に教育するために、多目

的青少年センターを支援している。地域やコミュニティ

のリーダー、両親、宗教指導者達も参加している。

健康と権利の統合

UNFPAは､女性が知搬や技能を持ち自らの健康を守り、

リプロダクテイブおよびセクシャル・ライツを正しく主

張するという女性のエンパワーメン卜を支援する。

男性参加の増加
モロッコでは､UNFPAのリプロダクテイブ。ヘルス・

プログラムがモロッコ厚生省を支援し､サービスが斑も行

き)耐いていない地域に質の高いリプロダクテイブ・ヘル

ス・サービスと情報を提供している｡これにより、リプロ

ダクテイブ・ヘルスにおける男性の責務を促進し､女性の

ための撤字プログラムを実施している。さらに､学校や若

者の組織における住民教育のスポンサーとなっている。

女性の生活において、リプロダクテイブ・ヘルスおよ

び性行動にＩＭＩする健康を守るうえで、男性の果たす役割

は重要である。男性も自分自身のリプロダクテイブ・ヘ

ルス面で満たすべきニーズを有する｡したがって､ＵＮＦＰＡ

は家族生活において責任を持たなければならないすべて

の分野で男女の協力関係を促進する。特に、男性が責任

を分担し、そこに積極的に働きかけていく分野として、

親としての役割を責任を持って果たすこと、性行勅に関

わる健康とりプロダクティブ・ヘルス、性行為感染症の

予防、共に家計を管理し家計収入に貢献すること、子供

の教育と腱lil§そして子供に男女両性の価値が同じである

と教えること、がある。

今後の方向：多くの国々では、女性の罹病率と死亡

率はいまなお受け入れがたいほど高いが、総合的な

りプロダクティブ・ヘルスおよび性行動に関する健

康両のサービスと情報を通じてのみ、これらの低減

は可能となる。自己の人口再生産と性行動を1昔|主的

に管理することは、自動的にその人の生活のその他

の分野もコントロールする鍵となる。ナミビアでは北西部の地域において、男性からリプロ

ダクテイブ・ヘルス問題についてもっと多く学びたいと
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女性の生活とその持てる可能性は、女性であるという

理由だけで向けられる暴力の危険にさらされ続けている。

女性に対する辨力は、世界中で社会・経済的グループを

問わず存在し、女性や少女の売買、強姦、子供に対する

虐待、性的虐待、少女や女性のリプロダクテイブ・ヘル

スおよび性行Hillに関する健康を回復不可能なほど損傷す

る有害な慣習や因習およびしきたりなどの幅広い人権侵

害を含む。

重点領域４

女｣性に対する暴力

す託:議翻墓怠と藍竺鴛繍蕃
は的、性的、心理的な虐待の対象とされている。女性に

対する暴力は、女性による人権および基本的な自由の享

受を侵害し、妨害し、あるいはまったく享受できなくさ

せてしまう。

ジェンダーに基づいた総力は、健Ｍｒと人権に関連する

重要な問題である｡UNFPAは政府､非政府機関(ＮＧＯ)、

地域社会と協力し、虐待された女性のための法的サービ

ス、女性の避難場所（シェルター）とケアなどの支援を

行っている｡法および政策の見なおしと改正を呼びかけ、

女性と男性の平等の問題や女性に対する暴力に関する情

報提供、教育、コミュニケーションを通じて支援してい

る。カウンセリング、リプロダクテイブ・ヘルス・サー

ビス、生活を支える技能取得のための活動が、暴力の犠

牲者に提供されている。

－北京行動綱領、パラグラフ112-

国際社会では、女性に対する暴力は、女性の人間とし

ての権利を侵害することであるという認撤が商主りつつ

ある。したがって、北京行動綱領は以下のことを強く求

める。

●女性に対する暴力を防止するための､包括的な措潰を

講じる

●女'性に対する紫力の原因とその影騨および防止法の効

果を研究する

●女性の売買を根絶し､売春および人身売買による紫力

の犠牲者を援助する

女性器切除の廃絶

UNFPAは､女性器切除の'脳習が､女性のリプロダクテイ

ブ・ヘルスおよび性行動に関する健康に有害な影響を与

えるだけではなく、女性の韮本的人権の侵害でもあると

いうという観点からこの問題に取り組んでいる。女性器

切除が広く行われている国々では、女性器切除の根絶活

動がUNFPA活動の中心部分に組み込まれている｡女性器

切除についての情報、教育、コミュニケーションは、親、

教師、地域のリーダー達を対象としている。啓発活動、

政策および法の改正、リプロダクテイブ・ヘルスおよび

性行動に|典同一る健康ケアの普及を平等に支援している。

世界中のどこであっても

すべての社会的経li?$:)rノグノレープにおいて

女性に対する架力が存在する

1995年から、サビニーエルダ_協会（SabinyElder，s

Association）のメンバーとウガンダのカプコルワ

(Kapchorwa）地区の部族長達に対する、国内ＮＧＯによ

るリプロダクテイブ（人口再生産）教育および地域の健

康プログラム(RＥＡＣＨ)の結果､女性器切除の有害な影

響に対する意撤変革が行われた。このプログラムでは、

政策策定者、医疲専門家、親、思春期の若者向けの、情

報、教育、コミュニケーション活動が提供される。この
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プログラムでは、文化的な価値を危うくすることなく、

女性器切除の慣行を変えることができることが強調され

ている。このプログラムでは、ダンスや象徴的なプレゼ

ントを贈ることなどを含む成人への通過儀礼を示すILi1i式

が奨励されるが、実際の切除は行われない。

学生、メディア、轡察､宗教グループとともにUNFPAは

加わった。具体的な戦略には、メディアとともに活動し、

政治的な公約を引きⅡ}し、権利や法律に対する認識を商

いジェンダーに基づいた暴力の分析、法律の通過と施

行、防継・保安要員のJll練などを含んでいる。

サピニー・エルダー協会は、この個習を象徴的なプレ

ゼントやその他のお祝いの行事にIFfき換えることを提案

し、所属するコミュニティのメンバーに女性器切除の有

害な影響について説いた。1994年から1996年の間に、女

性器切除は36％低下した。現在この革新的で文化的に十

分配慮したアプローチは、マリなど他の国々で模倣され

ている。

モロッコでは、司法省との共同プロジェクトとして、

家庭内號力の発生原因の究明とどのような社会集団が最

も被害を受けやすいかということをはっきりさせるため

に、その底流に流れる傾向を特定しようとしている。恭

力の犠牲となっている女性からの訴えを処理し、その状

況を分析するための試験的なシステムが整えられた。プ

ロジェクトの結果は、地域における対応や照会システム

を通じて、女性に対する恭力と闘ううえで一致協力した

対応が取れるよう、意思決定者、行政官、判事、牒察官、

医療専門家、研究者等の意識啓発に利用される。

スーダンではこれとは別に､自らが偶するコミュニティ

内で働くボランティア・グループと共に、女性器切除に

対する認識を高めるための活動を行っている｡この｢友達

の輪」（theCirclesofFriends)は、さまざまなリプロダ

クテイブ・ヘルスに関する問題、特にあらゆる形態の有

辨な伝統的Ｍ１行についてコミュニティのメンバーとiii'；し

合う。「友達の輪｣のボランティア達は各々が自分の住む

コミュニティのllI身である。したがって彼らは文化的な

背景、そこにある規範や姿勢を良く知っており、リプロ

ダクテイブ・ヘルスに関する情報、特に女性器切除のよ

うに十分な配慮の必要な問題にMU係する情報を広めるう

えで、最も受け入れられやすく、信用される人間でもあ

る。

ケニアでは、警官、瞥察署長、副署長を対象とした、

ジェンダーに基づいた恭力に関する革新的な男性意識変

１１１１KワークショップがＩ)Mi1された。コミュニティ全体の認

織を商めるため、市場の広場では劇が上演された。数カ

国の女性がさまざまな身体的、精神的な虐待に関する話

を語る模擬法廷である「アフリカ女性裁判所」に対する

援助が行われた｡UNFPAの支援を受けて､著名な新聞漫

画家によりジェンダーに関する問題、特に女性への暴力

に関する漫画本が描かれた。

今後の方向：女性に対する暴力は、世界のいたると

ころで相変わらうjW5iiいている｡UNFPAは､ジェンダー

に酷づいた暴力を、健康と人権に関わる主要な取り

組むべき課題として前面に打ちだし続けている。女

性の声は聞かれなければならず､UNFPAは､女性が

声をあげ必要な援助を受けることを可能にするため、

あらゆる努力をする。

沈黙を破る

ジェンダーに蕊づいた暴力は、社会のあらゆるレベル

における、（そのようなことについてついて公言するもの

ではないという）沈黙の文化と虐待が健康に及ぼす影響

の重大さを無視する環境の中に存在する｡UNFPAはプロ

グラムを通して、この沈黙を破り、女性の声が１１１１こえる

ようにするため努力している。

たとえば､UNFPAは中南米とアフリカにおいて､女性

と少女に対する紫力根絶を提唱するキャンペーンに参加

した。「紫力の無い生活は私達の権利である｣のモットー

の下に、政府、女性グループ、ＮＧＯ、大学、医療専'19家、

１１



今日、世界のﾉﾘ鵬の数は

2,140万人と推定される
重点領域５

女｣性と武力紛争．

難民のニーズに対する取り組み

世餐鰯雲縦竺欝籔誓国鰯鴬
は、女性と男性の平等およびﾉﾘW発……に不可分に艦ぴつ

(ﾊている。武力紛争の状況下における女性に対する人権

燗侵害は、国際的な人権および人道主義ﾙｸな法律の21i１５本的

原則を侵害することになる。孟防紛争時や地域社会の崩

壊時には、女性の役割はきわめて重く大である。蔵肋紛争

あるいは他の紛争の真っ只中においてr社会秩序を維持

するために女性がしばしはiiHFllmlする。女性は家族におい

ても社会においても、平和教育者として重要な貢献を果

たすが、この貢WMyま認識されないことが多し､。

UNFPAは､危機的状況下にある女性および男性のリプ

ロダクテイブ・ヘルスおよび性行動に関する健康のニー

ズに取り組むプログラムを支援する。難民のリプロダク

テイブ。ヘルスを確保し、女性難民を性的暴力から保護

することは、紛争や自然災害時においては優先課題であ

る。

UNFPAと国連人権高等弁務官は､世界保健機構(ＷＨＯ)、

国連児童基金(、ⅥCEF)、国際赤十字・赤新月社連盟と

協力し、緊急状況下にある女性のリプロダクテイブ・ヘ

ルスのニーズに応えるため､合同でイニシアティブを取っ

た。このプログラムでは、家族計画、ｌｆ１産介助、安全で

ない中絶による合併症（雌民の場合、妊産婦死亡の25％

から50％が中絶後の合併症による)、性的暴力と強姦（こ

の場合の措置としては性交後緊急j避妊を含む)､HIV／AIDS

を含む性行為感染症の予防などに関するニーズに取り組

むため、要員の訓練、施設設備、補充品を提供する。

－北京行動綱領、パラグラフ131,139-

北京行動綱領は、戦争が女性に与える影騨を解消し、

女性が平和教育者としてしばしば決定的な役割を家族や

社会で果たすことから、以下の活動を行うことに合意し

た。

●紛争解決への女性の参加を増大し､武力紛争並びに外

国の占領下で生活する女性の生活を保激する

●過剰な軍事費を削減し､兵器が使用される機会をコン

トロールする

●非暴力による紛争解決を促進し､紛争中の人権侵害事

件を低減させる

●女性難民に対し、保繊、援助、訓練を提供する

●植民地や自治権を持たない地域の女性に援助を提供す

る

配布用として緊急用リプロダクテイブ・ヘルス・キッ

トが備蓄された｡ＵＮＦＰＡは､1999年４月アルバニアのキャ

ンプへ脱出したコソボ難民に対する緊急リプロダクテイ

ブ・ヘルス援助として、この備蓄資材を使用した。

ボスニア・ヘルツェゴビナでは、内戦で身体的・精神

的に外傷を受けた女性向けのりプロダクティブ・ヘルス

に関する情報と教育活動に資金を提供している。

タンザニアでは､UNFPAは隣国のコンゴ民主共和国に

おける戦争から逃れた難民のためのプロジェクトを支援

した｡同プロジェクトに対する評価が行われ､難民のニー

ズ、特に照会、救急産科ケア、設備と補充品の準備に関

しては、ニーズに応えていることが確認された。このよ

うな努力の結果、サービスの質が劇的に向上し、それに

従って妊産婦の死亡低減が認められた（Ａ,z,z"αＪＲ"0γ／
1998.ＵＮＦＰＡ)。

国連難民高等弁務官事務所の統計によると、今日、世

界の難民の数は推定2,140万人である｡.･世界の難民の80％

が女性と子供である。コミュニティ全体が武力紛争やテ

ロの影響に苦しむ一方、女性と少女は危機状況によって

悪化した社会的不平等のために最も苦しんでいる。社会

構造の崩壊にともない、女性と少女は無法者のなすがま

まになり、暴力、性的虐待、強姦などの対象となってい

る。
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●特に低所得の女性に対し、ビジネス・サービス、訓練

を提供し、市場、情報、技術を利用可能にする

●女性の経済的な能力と商業的なネットワークを強化す

る

●（男女を理1j:1とした）ｌ１Ｍｉ業分lIWIiおよびあらゆる形態の

雇用差別を撤廃する

今後の方向：UNFPAは､すべての女性と男性は良好

なりプロダクティブ・ヘルスおよび性行､1Jに関する

健康に対する権利を有すると強く信じる。今日世界

中に数多くの紛争が存在しているという観点から、

UNFPAは緊急状況の下にある人々､特に戦争による

犠牲者となった女性のためのリプロダクテイブ．ヘ

ルスおよび性行動に関する健康面のサービスに対す

る支援を促進する。

女性の収入は男性より低く、

１人当たり国内総生産は

男性の約半分である

女性は、管理職および専門職における男女格差を埋め

ることに関しては大幅な進歩を遂げたが、失業率は依然

として男性より高い。さらに、世界的に見ても女性はい

まだに男性より収入が低く､ＩＭＬの女性一人当りＧＤＰ(国

内総生産）は4,523ドルであり、男性の8,103ドルの約半

分である(ＵＮＤＰ：『人１１１]開発報告-1999-』)｡経済のグロー

バル化や東南アジアにおける経済危機のような近年の経

済的、政治的な展開が、多くの国々の女性や少女に深刻

な影響を及ぼしてきた。社会部１１１]への投資の減少は、そ

の金額が少なくなった以上の大幅な影鞭を女性に及ぼし、

女性の健旗を明らかに害する人身売買や売春の増力１１につ

ながった。

重点領域６

女』性と経済

多蕊欝蝋灘鵡i鵜露i:１，
侍できる能力を阻害するさまざまな障害にさらされ続け

ている｡女性/Ejb経済の'111颪広い分野で荊極的に働いており、

賃金労働に従事しながら自分たちの日々の食料をまかな

う農業や祷業も行っている者からインフォーマルセクター

に従事しているものに至るまで、しばしば同時にいくつ

もの仕事をして【'１る゜しかしながら土地の所有やj１１用、

天然資源、資本、金融、技筋、その他の生産手段に関す

る法的・慣習的な障壁や、同儀に賃金.椿差があいまって

女性の経済的な向上を妨げている。

女》性の経済的自立の増加

近年の支援プログラムで最も成功したタイプの1つは、

女性のための小額融資モデルである。これは通常、識字

教育とビジネス・トレーニングが組み合わされている。

インド、ネパール、ニカラグア、ベトナム、イエメンで

は、女性が小規模な事業を創設するか収入を補填するこ

とができた。その過程で借入金を返済することにより、

次の女性グループへの資金調達を可能にした。

＿北京行動綱領、パラグラフ156-

女性が経済的に依存状態にあること、またしばしば財

産権が欠如し、融資を利川することができないことが、

女性の持つ、自らとその家族の而倒をみることができる

能力を長年にわたって抑圧してきた。したがって、北京

行動綱領は、以下の措徹を術じることを勧告する。 ＵＮｒＰＡは､女性､特にきわめて貧しい非識字女性に対

し､収入確保を可能にするプロジェクトを支援している。

女性に自営などのようなきわめて小規模事業のための融

資や資本を利用できるようにする支援を提供することで、

女性が生産活動を管理できることを教えるものである。

経済的な従腱が減ることで、これらの努力は女性の自尊

心を支え、自らの健康と生活に影響を与える性行動およ

●雇用および適切な労働条件および経済資源のコントロー

ルを得られることを含む､女性の経済的な権利と自立

を促進する

●資源､雇用、市場および商業取引を女性が公正に利用

可能となるよう促進する
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びりプロダクティブ・ヘルスに関する意志決定に、より

効果的に参加するための力を与えることになる。その結

果、多くの人は初めてコミュニティ内部の声に気づくこ

たとえばベトナムでは、ＵNPAは農業生産を行ううえ

で銀行から融資を受けることができる適格団体になるた

めに、膿村の女性が預金グループを結成するための訓練

に対して支援を行った｡イエメンでは､地方政府､ＮＧＯ、

民間部門と協力し、ビジネス・トレーニングの提供を援
助した。

とになった。

グローバル化の及ぼす影響の軽減

経済危機の影郷を緩和するため､UNFPAは特に貧しい

女性、先･住民の女性と少女に重点をおいて、経済的、政

治的、身体的な女性のエンパワーメン卜を支援する。

UNFPAはまた､女性と少女の人身売買に取り組む活動

を支援している。カンボジア、ラオス、ミャンマー、タ

イ､ベトナム､中国劉櫛省からなる大メコン地域(rheGreater

MekongSub-region）におけるプログラムでは、政府、

非政府機関が国連関連機関と協力し、人身売買に関する

データベース設立のための研究を行った｡この活動には、

人身売買の防止と教育、救llIと再定住、法律の強化も含
まれる。

今後の方向：経済危機が国家を襲うと、真っ先に被

害を受けるのは女性と子供であり、女性のリプロダ

クテイブ・ヘルスおよび性行動に関する健康は経済
状況の悪化の1:ｉ１でi危険にさらされることになる｡UNFPA

は、女性が一生涯を通し健康と福祉を確保するため

にできる限りの努力を行うことを再確認し、女性の

経済的な自立を増進させるための支援を続行する。
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重要問題領域７

権力と意思決定における女｣性
意思決定における女性の役割の増大

UNFPAは、家族、コミュニティ、政治、政府における

意思決定段階への女性の参画を増大するための意識向上

活動を支援する｡UNFPAの人口政策分野に対する援助に

より、女性と女性ＮＧＯは政策策定に積極的に参画するこ

とが可能となった。

女鴛ｉｆ享i鱒ilijJTfi;;iEﾂﾞﾂﾞｉｊ舟冨!ii;ifIl:鷲
しかし、男女の社会化やメディアにより形成されたもの

も含む否定的な固定観念により政治的な意思決定におい

ては男性侭位が続く傾向を強めている。同様に、芸術、

文化、スポーツ、メディア、教育、宗教、法律の分野で

も、意思決ｊ室への女性参7jM)の乏しさが、多くの主要な制

度に女性が大きく影響を与えることを阻害してきた。

1995年以来､UNFPAはアフリカの女性大臣と国会議員

による会議を３回主催してきた(1995年ブルキナファソ、

1996年タンザニア､1998年モーリシャス)。女性大臣と国

会議員にとってこれらの会議は、ジェンダーの平等に関

する問題を主張し、ジェンダーの不平等を根絶するため

の地域戦略開発を行う能力を強化する機会となった｡モー

リシャスの会議では、女性に対する暴力の排除、有害な

伝統的な'慣習の根絶、思春期の若者に対するリプロダク

テイブ・ヘルス面での支援、これらの問題について各国

の指導者たちのオープンな討議の奨励などを参加者が誓っ

た。UNFPAはまた、たとえばボリビア、カメルーン、ギ

ニアにおいて、女性の国会議員と大臣のネットワーク作

りを支援した。

－北京行動綱領、パラグラフ183-

北京行動綱領は、公共部門における男女の権力の大き

な格差に取り組む。行動綱領は政府、国際社会、非政府

機関、民lMj部門を含む市民社会に対し、以下の'三|標を達

成するための措殻を講じるよう強く求めている。

●権力榊造および意思決定への､女性の平等なアクセス

及び全面的な参画を確実にする

●意思決定および指導的立場への女性の参加能力を商め

る

今後の方向：女性と男性の平等は、あらゆるレベル

の意思決定過程を行う立場に男女が平等に参画する

場合に限り、達成可能となる。しかし、現実は依然

としてこれとはかなり異なる。従って、UNFPAは、

家庭、社会、国家・国際レベルにおける男女の平等

な権力とリーダーシップの分担に向けての変革を支

援する。

すべての国で、いまなお

政ｿ7ｉｆのどのレベルでも

女性の占めるMMI合は少ない

多くの国々で、政府および意思決定過程のすべてのレ

ベルにおいて、女性の代表者を増大させるための措殻が

講じられてきた。しかし、その進展速度は遅々としたも

のである。すべての国で、政府の各レベル、特に政府の

大臣や幹部職員、そして立法府においてはいまなお女性

の代表者は少ない。たとえば、全世界で国会の議席に占

める女性の割合はわずか12％である。アラブでは3.7％、

先進工業国では19％となっている（ＵＮＤＰ：1999年人間

開発報告響)。
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重要問題領域８

女』性の地位向上のための
制度的な仕組み

プログラム､プロジェクト向けの資金を出しており､UNFPA

の国内プログラムは同じ目的のため、制度構築のための

各国政府の努力を支援している。

たとえば､UNFPAはパプア・ニューギニアのプロジェ

クト支援において、パプア・ニューギニアの政治におけ

る女性（PapuaNewGuineaWomeninPolitics）とい

う組織が女性のエンパワーメン卜を訴えかけ、女性問題

への関心を引き出そうと努力している。その目標は、女

性の政治参加および政府のあらゆるレベルにおける代表

権を強化することである。グループの活動には、政府と

その制度の中で学んだ教訓および最良の実践を共有する

ことなどが含まれる。このプロジェクトでは、政治家の

候補者および有権者に政府の諸制度について教育し、女

性問題にUlけ‐る公共サービス、法制度を知らせる支援を

行った。

各震騨讐無二雛蹴鷲謡
はなく、なかには衰微しかけているものもある。多くの

場合、国家機織の片隅に追いやられ、それらの組織はし

ばしば不明螂確な方針､適切な要員．/iilⅡ練・データ・十分

な資源などの欠如､国内の政治的指導者からの支援不足

によりその機能が妨げられることがある。

＿北京行Hilj綱領、パラグラフ196-

北京行動綱領は政府に対し、国内制度のi1ｺで女性の地

位向上を真剣に考慮するよう要望し、以下のことを勧告

する。

●国家機構、その他の政府組織を創設または強化する

●立法、公共政策、プログラム、プロジェクトにジェン

ダーの視点を取り入れる

●立案および評価のためのジェンダー別のデータや情報

を作成、普及する

フィリピンでは､ＵＮＦＰＡは18の州で活動する地元ＮＧＯ

に資金援助を行い､政府からのサービスを補填している。

NGOは､接触しにくいグループ､たとえば性を職業とす

る女性、未婚の女性や思券期の少女にサービスを提供す

る。貧困陶や社会から取り残された人々に対してもサー

ビスを提供する。ジェンダーに配慮したサービス、情報、

コミュニケーション活動を提供することにより、これら

のＮＧＯは女性のエンパワーメントを促進し､男'性の参加

を拡大し、思春期のリプロダクテイブ・ヘルス面での問

題に取り組んでいる。ほとんどの国には、

女性問題に専任する

女1ｌｉｂ局、女性省が存在する ＩＣＰＤ合意（"ICPD＋５',）実施の成果に対する正式な

検討を行っている期'1(]中に､数多くのUNFPA各国事務所

から、人口政策の見直し､女性の権利をより良く保識し、

ジェンダーの平等を促進するための法律と憲法の改正、

妊産婦死亡率を低減するための医療サービスの強化と再

編､リプロダクテイブ・ヘルスに対する包括的なアプロー

チなど、関連制度の変革があったとの報告がなされた。

ＩＣＰＤおよび北京会議以降､多くの国々が女性の地位向

上のために国内機関設立あるいは強化に盗金を投じてき

た。ほとんどの国には現在、女性問題を担当する専任の

女性局、女性省が存在する。しかしながら、多くの場合

それらの担当部局はいまだにﾊﾞｰ隅に追いやられ、要員不

足や資金不足に苦しみ、その効果は大きく損なわれてい

る。 たとえばイランでは､ＵＮＦＰＡは､女性問題局の強化プ

ログラムを支援している｡ＵＮＦＰＡの支援は､国家レベル、

州レベルの両方で女性が政紫形成への参画を拡大するこ

とで、国家規模でのジェンダー問題への意識を高める訓

練を行い開発過程の中にジェンダー問題を確実に組み

込むために使用された。

女性の地位向上のための各国国内機関支援

UNFPAは､女性の地位向上のためのＮＧＯ活動に対し、
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多くの女性は、

国内法および国際法で定められた

自らの塁５本Ｉ灼な雄和を知らない

今後の方向：女性の地位向上のための国家機構につ

いては進展が見られたものの、これらの組織では要

員および資金が不足していることが多い｡ＵＮＦＰＡは、

政府レベル、非政府レベル双方においてこれら各国

の機関の強化に特別な配慮をはらっている。

リプロダクテイブおよびセクシャル・ライツ（女性の

妊娠、｜:Ⅱ産についての自己決定権）を保証することの必

要性は､世界中で起きている女性の人権侵害､たとえば、

高い妊産婦死亡率､安全でない中絶､HIV／AIDSを含む

性行為感染症および望まない妊娠、特に思春期の少女の

望まない妊娠等が示すように、緊急の課題である。社会

構造や女性の役割が子供の養育に限定されるというよう

な考えにより､女性の可能性はいまだに制約されている。

さらに、多くの女性が、国内法および国際法で定められ

た自らの基本的な権利をほとんど知らないのである。

重点領域９

女↓性の人権

す二F蔓Ii1i1i;i云F7T1Jfi;i,;iJH二llii#L;灘鰯
会的権利は、普遍的であり、不可分であり、相互に依存

し、互いに密接な関係にある……女性と少女の人権は普

遍的な人権の、奪うことのできない欠くことのできな

い不可分の部分である。女性と少女がすべての人樅と

基本的な自由を十分かつ公正に享受することは､政府お

よび)国連にとっては膨借事項であり、女性の地位向上の

ために必須である。

UNFPAは､生活のすべての局面､特にリプロダクテイ

ブ・ヘルスおよび性行動に関する健康とライツにおける

女性のエンパワーメン卜を求める。これらの権利は、本

質的にその他の人権と関連するものであり、持続可能な

開発の前提条件である。妊娠・出産に関する意思決定の

過程に女性が参加することにより、たとえば教育、労働

市場や公的な生活への参加など、社会的な開発の他の分

野に積極的に参画し、関連した権利を享受することも可

能となる。

－北京行動綱領、パラグラフ213-

性行動および人口生産に関わる

（リプロダクテイブ）権利のプログラム
北京合意は、人権としての女性の権利が重要であると

強調し、以下の目的に到達するよう行動を起こすことを

強く求めている。

UNFPAは､女性と男性の平等に基づい

た人口再生産（リブロダクション）に関

する意思決定の分野にその活動の焦点を

あてている。これには、結婚における選

択、出産する子供の数、産む時期、出産

間隔の決定権、性的暴力や強制からの自

由を含むセクシャルおよびリプロダクテイ

ブ面での安全保Iiiif、およびプライバシー

に関する権利などが含まれる。

●人権擁謹に関するあらゆる手段､特に

「女子に対するあらゆる形態の差別の

撤廃に関する条約」（theConvention

ontheEliminationofAllFormsof

DiscriminationagainstWomen)を

完全に実施し、女性の権利を促進し、

・保護する

●法律および実際における平等と非差別

を確保する

●法律に対する実用的な知識を持つ法識

字（legalliteracy）を達成する

.且

一

ＵＮＦＰＡは､リプロダクテイブおよびセ

クシャル・ライツを女性が実践できるよ

う各国におけるパートナーを支援する。
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その中には、ラテンアメリカとカリブ諸国におけるリプ

ロダクテイブ・ライツを擁謎し推進するための政策を強

化し、適切な法的枠組みの§ｌｌＩＨ、アフリカとアラブ諸国

のいくつかの国における女性器切除(FGM）を含むジェ

ンダーに基づいた暴力の犠牲者および東南アジアにおけ

る女性と少女の人身売買による犠牲者のための法的な支

援業務、避難場所の提供およびケアに対する支援を含ん

でいる｡UNFPAは各国のパートナーとともに､性に基づ

いた暴力に関する政策協議また国会議員、判事、宗教並

びに地域の指導者、法執行機関に向けた啓発キャンペー

ンを実施している。また、人権教育、法識字一一特に女

性向けの－活動に対しても資金や資材、人材などの資

源提供を行っている。

ヘルス・サービスを提供する。

ドミニカ共和国では､UNFPAは､厚生省と２つの若者

ＮＧＯが行った思蒜期のリプロダクテイブ・ヘルスに関す

る初めての共同作業を支援した｡このプロジェクトでは、

都会の貧しい地域の教師、医療提供者、カトリック聖職

者達を連係させ、ビア・カウンセラー・プログラムを創

設した。リプロダクテイブ・ヘルスおよび性行動に関す

る健康と親としての責任に関する情報を通じて、少女は

性行動に至る時期を遅らせることができるようになり、

少年は性には責任が伴うことを学んだ。

ＵＮＦＰＡはまた､地球レベルでさまざまな活動を支援す

る。リプロダクテイブ・ヘルスおよび性行動に関する健

康と権利に焦点を合わせた、「女性の健康への人権的アプ

ローチ円卓会議」（1996年12月９日・１１日､ニューヨーク

州、グレンコブ）の開催を援助した。またUNFPAは「世

界人権宣言｣から50周年、「1993年のウィーン宣言と行動

計画」から５周年を契機として、世界の注F1を女性の人

権に再び集めるために、「1998年女性の人権グローバル・

キャンペーン」へ資金拠|｣北積極的に参加し、一連のイ

ベントや広報活動への支援を行った。

UNFPAは､ジェンダーに十分配慮したりプロダクティ

ブ・ヘルス・プログラムを評価、促進し、その中に患者

の権利やケアの質のような問題を盛り込むため、メキシ

コとブラジルにおいて､ＮＧＯと政府間の協力を促進した。

ULi0FPAは、アフリカ諸国における女性局やＮＧＯに対す

る支援には特に積極的である｡ザンビアでは､ＵＮＦＰＡは

女性や少女を差別する法律や'慣習に関する情報を文書化

し広める努力に対し支援を行った。モザンビークでは、

UNFPAは、「女子に対･するあらゆる形態の差別の撤廃に

関する条約」の普及を支援した。

UNFPAは現在､人権条約機関､特に「女子に対する差

別撤廃委員会」（CommitteeontheEliminationof

DiscriminationagainstWomen）とより緊密に活動し

ており、最近では差別に反対する条約の活用に関する認

誠を高め、その実施を容易にするための活動ガイドを開

発した。
被害を受けやすいグループの
権利に対する取り組み

UNFPAは､あらゆる場所の女性と少女の健麟を向上さ

せることを公約する。これには、緊急状況下や危機後の

女性や少女のニーズに対応するものであることが必要と

なる｡UNFPAは､戦争や内戦中の強姦および性的暴力の

犠牲者を支援し、東ティモール、コソボ、アフリカのグ

レート・レイク地区に対し、緊急リプロダクテイブ・ヘ

ルス・キットを支給した。

今後の方向：女性の人権を保障することの必要性は、

この人権がいまなお世界中で侵害されていることか

らもわかるように､緊急の課題である｡UNFPAはそ

の活動を通じて、女性、男性、思春期の若者のリプ

ロダクテイブ・ライツを強力に提唱し続けていく。

UNFPAは､思春期のリプロダクテイブおよびセクシャ

ル・ライツを促進する必要性も認識している｡HIV／Ａｍｓ

を含む性行為感染症に感染する可能性を持つ思春期の無

防備な性交および望まない妊娠を低減するため､UNFPA

は若者のエンパワーメントを支援し､リプロダクテイブ.

I鵬



重点領域1０

女｣陸とメディア

メニ鰯壼二類遷鱒i雪墓i:魁鮴
メテ､イアノ組織がジェンダーに関する固定観念を排除でき

ていないことから見ても〃らかである。多くの国々にお

いて月ZW物や電子媒体を通したメデ゛イアは､女性のさま

ざまな生き方および変化する世界の中における女性の社

会への貢献を平等な視点でとらえていない。女性の伝統

的な役割を#WIU1iiするプログラムも同|雛に制限されるべき

である。

－北京行動綱領、パラグラフ235,236-

メディアは変革の強力な媒介となり得る。同様に圧制

の強力な媒介ともなり得る。したがって、北京行動綱領

は以下のことを求める。

●メディアと新しいコミュニケーション・テクノロジー

を通じて､女性の自己表現や意思決定への参加および

アクセスを増大する

●メディアにおいて、バランスのとれた、固定観念にと

らわれない女性の描写を促進する

ラジオ､テレビ､演劇、インターネットは、ジェンダー

の平等と女性の地位を擁識する強力な媒体である。しか

し、メディアは女性と女性の社会における役割のMil定観

念にとらわれたイメージを強化することも可能である。

さまざまな形態の、現代的なあるいは伝統的なメディア

を女性が利)Ⅱし、コントロールすることは、いまなお多

くの社会の中で制限されている。

往々仁して女性と社会における

女性の役捌に対し、

メディアは胸)室観念にとらわれたイメージを

強めてしまうことがある
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るため演説や'１１版物の販売促進ツアーを職極的に行って

いる。特別大・便としては、他にもリンダ・グレイ（リプ

ロダクテイブ・ヘルスおよびライツ分野)､ジェーン・フオ

ンダ(思春期のリプロダクテイブ・ヘルス分野）がいる。

女性の声が確実に届くように

多くの国における各国プログラムでUNFPAが群発活動

を行う場合､現代的なコミュニケーションと伝統的コミュ

ニケーションの両方のコミュニケーション方法を用いて

いる。この中には文化的に配慮が必要となるような微妙

な問題を取り扱う特別のラジオ番組やテレビ・スポット

なども含まれる。たとえば､パプア・ニューギニアでは、

ジェンダー、恩零期、性的ljM心、その他Ｍ連した問題を

扱う週２回の番組が放送されており若者達に非常に評判

が良い。

今後の方向：女性のエンパワーメン卜やジェンダー

の平等においてメディアが果たすことができる力強

く前向きな役割は支援され、さらに開発されるべき

である。UNFPAは、女性の声が確実に届くように、

プログラムを実施している国で新しい道を拓き続け

る。

ラテンアメリカでは、例えば女性に対する暴力の排除

をその目標とする活動など、メディアが解発活動と意識

向上のために広く利用される｡UNFPAは､中南米の情報

メディア・ネットワークであるフェムプレス(Fempress）

を支援した。チリを拠点に他の14カ国に｣勝派員を派遇し

ているこのネットワークは、剛発と民主化の基本的な構

成要件としてのジェンダーに対する認織を強化し、女性

のエンパワーメン卜を促進することを'三|指している｡フェ

ンプレスは、ジェンダー'111題に側する一般的な情報を扱

う月刊誌Mujer/Fempressを発行しており、ラジオ放送用

の90分テープも作成している｡ネットワークの特派員は、

ジェンダー問題をカバーし、セミナーへ参加し、会議を

組織し、新聞社と会見する。フェムプレスは、インター

ネットでも接続可能である（wwwibmpress・Ｃｌ)。

重点領域１１

女｣性と環境

人臓鰄騨懲悪i欝二iLIIl:鯉暴
利がある。……女性は、環境的な倫理の促進、資源利/151

のﾉｲﾘl減､廃棄物を瑠小限に食い止めるために再使用やリ

サイクル、そして過剰な消掛を胤肱Ｉするうえで、しばし

ばリーダー的役割を果たし先導してきた。

－北京行動綱領、パラグラフ246,250-

モーリタニアでは､ＵＮＦＰＡは国内の女性の状況に関連

したさまざまな問題や人口問題に関する放送を専門とし

たラジオ局の開局を支援した。このラジオ局は、女性問

題担当国務大臣により管理されている。稀組の内容は、

女性の健康、エンパワーメン卜、雇川、教育に関するも

のであり、家庭や職場の女性とその家族に向けたもので

ある。

費困、環境、人口問題を

ｌｉＭｊｌｌの側磁として取り扱うことは

不｢V能であるとｌｒｉ１際社会は合意した

持続可能な開発を希求する世界は、それを行う際に女

性を考慮に入れなければならない。北京会議の調印国は

次のことに向けて活動することを合意した。国|際レベルでは、ソマリア１１１身で５歳のときに女性器

切除を施されたワリス・ディリー（WarisDirie）が、女

性の権利は人権であるという認搬を地球規模で高めよう

とする国際的な親善訪問（フェイス・トウ・フェイス）

キャンペーンの一環として､ＵＮＦＰＡの特別大・便に任命さ

れた｡ディリーは世界中のジャーナリスト､テレビ・ネッ

トワーク、ラジオ局を取材し、女性器切|験の根絶を訴え

●あらゆるレベルの環境問題に関する意思決定において

女性が積極的に参加する

●持続可能な開発のための政策とプログラムにジェンダー

の視点を統合する

●開発や環境に|)Mする政策が女性に及ぼす影響を評価す
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るための仕組みを､あらゆるレベルで強化あるいはｍＵ

設する

たとえばメキシコでは､ＵＮＦＰＡが支援を行っているヨ

コペテック・デベロップメント・センター（Jocotepec

DevelopmentCentre)が､人口と環境にllMする問題関心

を結びつけた。このセンターは、思春期の少女と少年の

ための家族生活と性教育プロジェクトとしてスタートし

た。若者達が水盗源の枯渇と水質汚染についての懸念を

示したため、環境面の問題を追加した。このプロジェク

トでは、近隣のカパラ湖に焦点を合わせ、その地方の人

口と公害の及ぼす影響に取り組み、リサイクルと地域社

会の清掃キャンペーンのスポンサーとなっている。この

プロジェクトの成功は、同様のプロジェクトを再度行う

ことにつながった。現在では、メキシコに数多くある人

口および家族教育関連のＮＧＯのプログラムには環境問題

活動が含まれており、これらＮＧＯが協力してメキシコ人

ロ・環境ネットワークをKill設した。

1992年国連環境開発会議(UNCED）において、国際社

会は、貧困、環境、人口のそれぞれを個別の問題として

扱うことは不可能であると合意した(UNFPA｢２１世紀の

人口一UNFPAとアジェンダ21-｣)｡急激な人口増加と人

１１移動は、広施囲な環境劣化に密接な関連がある。女性

は、環境問題の解決において欠くことのできない重要な

榊成要素である。女性は、貧しいコミュニティにおいて

食物生産のかなり多くの部分を担い、水の利用に責任を

持っている。そのため、食料生産や水の利用の効率向上

とそのために必要な知識に対し特に関心を持っている。

人口と開発の結合

今後の方向：ジェンダー、人口、開発、環境の間の

つながりは多||皮にわたり、そして多様である。女性

は、環境の劣化により真っ先に被害を受ける。環境

を管理する女性の役割は、今後もさらに支援され求

増加する人口の基本的なニーズを満たすには、健康的

な環境が必要である。したがって､UNFPAは研究と分析、

一般への情報の提供、環境管理プロジェクトの中にリプ

ロダクテイブ・ヘルス問題を組み入れること、人口政策

の策定、環境保謹における女性の役劉に焦点を合わせた

訓練とプロジェクトを支援する。

められるべきである。

人口､環境､資源の重要な関係を認識させるため､UNFPA

はIIl版物を発行し、会議とシンポジウムを主催し、専門

機関の一定の活動を支援した。また、女性、人口、環境

に関連したさまざまな活動を支援するＮＧＯとの連携を強

化した。
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重点領域１２

少女

女性であるがゆえの不平等な重荷は産まれたときから

始まり、子供時代を通じて継続する。少女が生き残り、

その可能性を十分に発揮できるよう手助けするために、

北京行動綱領は政府、関係省庁、民１Ｍ]部門に対し以下の
ことを勧告している：

少姜露雛鱒塁騨垈驚鰯；
男性の数が多く、100人に対し105入である。この不均衡

の理由としては、少女に害を及ぼす態度と燗習、たとえ

ば女性器切除､男子選好……早癖……女性に対する暴力、

性的搾取､性脚蠣待､少女に対する差別的な食馴:の分配、

その他のＩＩ篦康と生ii藤環境にｌｉ５１ｉｈｌＬた慣習などがあげられ

る。その結果として、成人に至るまでに生き燐る少女は

男児に比べ少なくなるのである．

少女に対するあらゆる形態の差別を撤廃する

少女に対する否定的な文化的態度および慣習を撤廃す
る

少女の権利を促進､保謹し､少女のニーズと可能性に
対する認識を高める

教育､技能習得､訓練における少女への差別を撤廃す
る

少女の健康と栄義に対する差別を撤廃する

児童労働の経済的搾取を撤廃し､働く少女を保護する
少女に対する暴力を根絶する

少女が社会的､経済的､政治的生活を理解できるよう
促し、そこに参画していくよう推進する

少女の地位を向上させるうえで､家族の役割を強化す
る

⑪
⑱

⑧

「Ｐ
Ｌ

ｃ
ｃ
⑪
●－北京行動綱領、パラグラフ259-

女性であるがゆえの不平等な重#"ま ①

産まれた勝から始まり、

子供時代を通じて継続する

若い女性や男性は多くの健康面の危険に直面する。し

かし、思券期から安全に成人をむかえるために助けとな

る惜報やガイダンス、サービスなどに関しては適当とは

いえない。リプロダクテイブ・ヘルスおよび性行動に関

する健旗に関しては、特にそうである。思券期の若者た
ちは性的な関係を持ち（多くの場合、自発的なものだが、

虐待の結果としての場合もある)、自らの健康を保護する
ための情報やサービスを必要としている。

思春期のニーズへの取り組み

ＵＮＦＰＡは､思奔期のニーズを満たすことを目的とした

多くの活動を支援し、少女がおかれた困難な立場に特別

の配慮を行う。情報、教育、コミュニケーション活動は、
思春期の若者、両親、教師、地方のリーダー、あるいは

その他のIlU連グループに対し、少女を教育することの重

要性を示すことになる。それは早婚や低年齢川産のマイ
ナス面、女性器切除のような有害な'脳習も視野に入れて

いる。必要に応じ政策や法律の改革の必要性を訴えかけ

ると同時に、リプロダクテイブ・ヘルス面へのサービス
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提供も支援した。 施する若者向けのプロジェクトを支援している。また、

親となるための準備として、文化に基づいたジェンダー

に関するガイダンスも提供された。若い女性とそのニー

ズは、ガイダンスの璽要な焦点となっている。プロジェ

クトに参加した若者達により、訓練マニュアルが開発さ

れた。このプログラムでは、思群期のための特別なリプ

ロダクテイブ・ヘルス面のサービスも提供される。

UNFPAは､少女のための技能習得iⅡ11純が非常に有益で

あることをその経験から見Ⅱ)した｡また､UNFPAはさま

ざまな国において、十代の妊娠を予防し、妊娠した場合

にも学校に通わせることを狙ったプログラムを実施して

いる。

たとえばニカラグアは、中央アメリカにおける十代の

妊娠率が最も高い国である｡UNFPAは､思券期のりプロ

ダクティブ・ヘルスだけに焦点を合わせたプログラムの

開発を支援した。若者にリプロダクテイブ・ヘルス面の

サービスを専門に提供する国内唯一の医療機関である厚

生省に対し支援を行った。このプログラムは、農村に住

む若者にまで届くことを同的としたもので、移動診療所

と演劇グループを通じて実施され、強力な情報、教育、

コミュニケーションで構成されている。

スリランカでは、特に少女に対する性的虐待、性的搾

取を排除するため特別の努力がなされている。プロジェ

クトでは、思泰期の若者とその両親を対象とした、リプ

ロダクテイブ・ヘルス問題を話し合うセミナーやワーク

ショップを主催した。病院では、女性と少女がリプロダ

クテイブ・ヘルスに関する情報を得ることができるカウ

ンセリング・プログラムが採用された。さらに、子供へ

の虐待事件を捜査し、犯罪者を裁判にかける警察を援助

した。婦人警官には、傷つけられた子供に対するカウン

セリング法の訓練が行われた。ボランティアは地方警察

とともに子供への虐待問題に取り組み、すべての警察署

には訓練された要員が術駐する専門の｢子供虐待デスク」

(ChildAbuseDesks）が設けられた。法律面への働きか

けにより、子供への虐待を禁止する法律が通過した。

南アフリカでは、若い女性に収入を得る機会や教育を

継続する機会を与えた。ｉｉｌＩ練を通じて、そしてビア・エ

デュケーターが役割モデルとなることで､経験を共有し、

リーダーシップ、自己主張、コミュニケーション、意思

決定、目標設定、艤擦の解消について学んでいる。自ら

のりプロダクティブ。ヘルスおよび性行動に関する健康

について学ぶこと、必要とするサービスを受けることも

重要な要素である。

今後の方向：非常に幼い時から、少女の権利と健康

は世界のいたるところで危険にさらされている｡UNFPA

は、リプロダクテイブ・ヘルスおよび性行動に関す

る健康面のサービスと情報、技能習得、その他のタ

イプの教育および訓練が利用可能になるよう支援を

継続し、少女の権利保識のため、細心の注意を払っ

て闘い続ける。思春期の若者は、支援を受け、養育

され、情報を与えられ、自らの生活を最大限に、安

全に、責任あるものとして生きる機会を与えられる

べきである。

思春期のエンパワーメン卜

ジェンダー問題において社会化（成長の過程を通じ社

会的な規範を内在化していく過程）の持つ立要性は認識

されており、若者に対するジェンダーを十分配慮した家

庭生活教育は多くの国で支持されている。地域間レベル

では、思券期の少年の社会的行動と期待、男性の態度と

行動およびそれらが性的MM心やりプロダクションについ

ての男女の意思決定に及ぼす影騨などに関する研究が行

われている。

エジプトでは､若者リーダーシップ・プロジェクトが、

リプロダクテイブ・ヘルスに関するU]確で現実的な情報

を求める若者達のニーズに応えるため､地方のＮＧＯが実

鵬



参考文献

“AmSEpidemicUpdate:Decemberl999.'，Joint

UnitedNationsProgrammeonHⅣ/AIDS

（ＵＮＡIDS）．

ProgrammeofAction，adoptedatthe

lntemationalConferenceonPopulationand

Development，Cairo，Egypt，1994．

和文：外務省監訳『国際人ロ開発会議行動計画-カイロ国

際人にl開発会議(1994年９月５－１３日)採択文書』、

（財）世界の動き社、1996年

ＡｍＳＵｐｄａｔｅｌ９９８ＵＮＦＰＡ‘

AnnualReportl998UNFPA‘

HromotingGenderEqualitymPopuIationand

DevelOpmentProgrammes：BestPmcticesand

LessonSLeamed・ＵＮＦＰＡ､Forthcoming．

‘《EducationfbrA11:MakingtheRightaReality.”

TheStateoftheWOrldIsChiIdrenl999.United

NationsChildren,sFund（UNICEF）．

“ReducingMaternalMortalityandMorbidity.”

ProgrammeAdvisoryNoteNo5､ＵＮＦＰＡ､1998.EnvironmentibrPeOple:BuildingBridgesわr

SustainableDevelopment､ＵＮＦＰＡ､1997．

和文：『人類のための環境：持続可能な開発のためのかけ

橋』、UNFPA、1997年

（翻訳財団法人アジア人ロ・開発協会）

“ReproductiveHealthServicesinCrisis

Situations.”Technicalmeeting，Rennes，France，

３－５Ｎｏｖｅｍｂｅｒｌ９９８ＵＮＦＰＡ、１９９９－

“AFive-YearReviewofProgressTowardsthe

lmplementationoftheProgrammeofActionof

thelnternationalConferenceonPopulationand

Development.”Backgroundpaperpreparedfbr

TheHagreForum，TheHagre，Netherlands，

8-12Februaryl999UNFPA､1999.

TheStateofWmldPQpulationl999:SixBillion：A

IYmeibrChoices,ＵＮＦＰＡ，

和文：『1999年世界人口白書：世界人口60億-選択のとき－』

UNFPA、〔翻訳財団法人家族計画国際協力財団

（ジョイセフ)〕

UNFPAprojecthlesandsubmissionstoques‐

tionnairesonimplementationoftheBeijing

PlatfbrmforActionbyUNFPACountryOffices

HiJmanDevelQpmentReportl999､United

NationsDevelopmentProgramme（UNDP）．

和文：『1999年人間開発報告』国連開発計画（UNDP)、

古今響院 VIolenceAgainstGirlsandWbmen：APublic

HeaIthPriomty・ＵＮＦＰＡ､1999.

“lncorporatingWomenintoPopulationand

Development-KnowingWhyandＫｎｏｗｉｎｇ

Ｈｏｗ.',（Draftpaper.）UNFPA．

国連難民商等弁務官事務所ウエッブ・サイト

ｗｗｗ・unhcr・ch/statist/98oview/tabL

世界銀行ウエッブ・サイト：

ｗｗｗ・worldbankprg/Poverty/data/trendsAncomehtm

P1atfbrmforActionandtheBeijingDeclaration，

FourthWorldConfbrenceonWomen，Beijing，

china,1995.『第４回世界女性会議行動綱領および北京宣

言』中国、北京、1995年

POpulationmthe21srCentuZywUIVF涙Ａａｎｄ

Ａｇｅｎｄａ２ＬＵＮＦＰＡ､1997.

2４





IＩＪ ,Ｉ

１１

,’

llIl'111

'１

１

’

’

Ｕ腓M
UnitedNations

POpulationFimd

■
■

［D

Ｋ二‘

ＩTheAslanPbpuiationpnd
Dev魁IopmeIItAssooiation

ElnPbP
Mnent』

■
》

Ｉ

Z20East42ndSt｢eet

Newybrk,ＮＹも１００１７
ｕ５．Ａ,

1℃lephone:(212)Z97SO20
FaXg(212)Ei5Z6416

財団法人･アジア人口･開発協会
〒1BO劇００２２

束京都新宿区新宿１－５－１
Ｔｌ｡Ｕ創りＵ廷廷

算ざ京都新宿層

TＥＬ（03）３
ｺﾞＡＸ（03）３

新宿 １－
'０

３３５８－２２１１

３３５８－２２３３

３５Ｔ
６

Ｆ

Ｅ西ｍａＩｌＡｄｄｒ ess9apdatyOj、ｇｏＬｃｏｍ

■■a


